
念
館
」
に
て
、
創
立
校
長
上
野
安
紹
先
生
に
繋
が
る
企

画
展
「
上
野
文
七
郎
と
写
真
館
上
埜
」
を
開
催
し
ま
す

（
平
成
30
年
１
月
15
日
（
月
）
〜
３
月
17
日
（
土
）
、

日
曜
・
祝
日
休
館
、
県
庁
至
近
の
昭
和
２
︱
５
︱
８
、

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
８
︱
６
２
５
︱
５
９
０
５
）
。

　

学
園
創
立
家
上
野
家
は
、
「
救
命
丸
」
の
高
根
沢
宇

津
家
と
同
様
、
そ
の
系
脈
中
に
江
戸
時
代
よ
り
先
祖

代
々
の
家
業
と
し
て
家
伝
薬
販
売
が
あ
り
ま
し
た
。

　

幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
歴
史
の
転
換
期
、
当
時

の
上
野
家
当
主
は
、
進
取
の
気
性
に
富
ん
だ
上
野
文
七

郎
（
〜
１
８
９
８
［
明
31
］
、
鉄
砲
町
町
名
主
）
で
し

た
が
、
そ
の
近
代
化
、
文
明
開
化
の
荒
波
の
中
、
本
業

薬
種
商
「
下
野
庵
」
の
み
な
ら
ず
、
時
流
の
洋
酒
・
ガ

ラ
ス
等
の
ハ
イ
カ
ラ
グ
ッ
ズ
の
販
売
を
手
掛
け
、
さ
ら

に
は
黎
明
期
の
本
格
的
写
真
師
と
し
て
名
を
馳
せ
る
な

ど
特
異
な
開
化
商
人
と
し
て
あ
り
ま
し
た
。

　

最
近
も
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
訪
日
に
大
い
に
湧
き
ま

し
た
が
、
明
治
12
年
、
国
賓
と
し
て
訪
れ
た
米
国
前
大

統
領
グ
ラ
ン
ト
の
接
遇
の
一
環
で
我
国
高
官
随
行
の
日

光
探
訪
が
計
画
さ
れ
た
際
、
そ
の
官
許
の
写
真
師
と
し

て
記
念
写
真
や
日
光
の
名
所
写
真
を
撮
る
栄
誉
を
得
て

い
ま
す
。
ま
た
、
強
権
で
な
ら
し
た
県
令
三
島
通
庸
の
、

明
治
17
年
の
栃
木
か
ら
宇
都
宮
へ
の
県
庁
移
転
時
に
は
、

誘
致
運
動
や
整
備
資
金
集
め
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
宇
都

宮
初
代
県
庁
舎
の
建
築
中
か
ら
明
治
17
年
完
成
記
念
ま

で
の
写
真
撮
影
を
託
さ
れ
、
同
時
進
行
の
栃
木
・
福

島
・
山
形
三
県
に
跨
が
る
「
東
北
新
道
」
敷
設
の
大
土

木
工
事
に
お
い
て
も
工
事
記
録
写
真
の
下
命
（
栃
木
・

福
島
二
県
の
各
現
場
写
真
担
当
、
山
形
は
菊
地
新
学
）

を
受
け
、
そ
れ
が
近
代
洋
画
の
父
高
橋
由
一
の
石
版
画

や
油
絵
の
下
支
え
と
も
な
り
ま
し
た
。
ま
さ
に
、
栃
木

の
片
岡
写
真
館
と
並
ぶ
明
治
黎
明
明
期
の
街
の
先
進
写

真
館
主
で
し
た
。

　

忘
れ
か
け
ら
れ
た
文
明
開
化
期
の
郷
土
宇
都
宮
の
写

真
師
上
野
文
七
郎
で
す
が
、
是
非
と
も
、
近
代
郷
土
史

上
の
注
目
す
べ
き
逸
材
の
一
人
と
し
て
、
学
園
関
係
者

の
み
な
ら
ず
、
同
窓
生
挙
げ
て
大
い
に
顕
彰
・
喧
伝
し

て
い
け
れ
ば
と
願
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
九
年
同
窓

会
総
会
に
お
い
て
ご
承

認
を
賜
り
、
熱
き
情
熱

で
同
窓
会
運
営
を
導
い

て
こ
ら
れ
ま
し
た
大
森

文
隆
会
長
の
後
を
継
ぎ

会
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
昭
和
四
十
八
年
三

月
卒
業
の
加
藤
と
申
し
ま
す
。
若
輩
者
で
す
の
で
、
輝
か

し
い
伝
統
の
同
窓
会
の
会
長
に
は
力
不
足
で
す
が
、
精
一

杯
頑
張
っ
て
職
務
を
遂
行
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど

う
か
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
方
に
は
、
平
素
か
ら
同
窓
会
（
三
敬
会
）

の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

こ
の
同
窓
会
は
三
敬
精
神
（
自
己
を
敬
へ
・
他
人
を
敬

へ
・
事
を
敬
へ
）
に
学
び
卒
業
し
た
仲
間
の
会
で
あ
り
、

会
員
相
互
の
親
睦
と
、
本
校
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を

大
き
な
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
、
会
長
就
任
に
当
た
り
、
母
校
文
星
芸
大
附
属
高

校
の
更
な
る
躍
進
に
向
け
て
同
窓
会
の
運
営
に
あ
た
る
覚

悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
前
大
森
会
長
の
掲
げ
て
お
り

ま
し
た
、
目
標
を
継
承
す
る
こ
と
を
決
意
し
て
お
り
ま

す
。

◎
　
基
本
目
標

　

二
〇
二
一
年
に
は
創
立
百
十
周
年
を
迎
え
る
本
校
は
、

三
敬
精
神
で
学
校
を
巣
立
っ
た
、
三
万
数
千
名
の
同
窓
生

の
拠
り
所
と
な
る
組
織
で
す
、
会
員
相
互
の
親
睦
と
交
流

を
図
り
、
高
等
学
校
の
興
隆
、
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を

⑴

栃木県宇都宮市睦町１－４
文星芸大附属高等学校同窓会
ＴＥＬ 028(636)8585
ＦＡＸ 028(633)2321
発行人　加 藤　明 男
平成30年２月28日発行

同
窓
会
伝
統
の
継
承
と
躍
進

会
　
長

加
藤
　
明
男

目
的
に
活
動
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
「
時
間
を
切
り
詰
め
て
も
参
加
し
た
い
同
窓
会

活
動
」
を
基
本
理
念
に
、
各
事
業
企
画
を
推
進
し
、
今
後

も
高
等
学
校
（
法
人
）
と
同
窓
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
話

し
合
い
を
継
続
し
て
行
い
、
両
者
の
発
展
に
結
び
つ
く
方

法
で
結
論
を
得
る
た
め
、
誠
意
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
　
重
点
目
標

　

〇
同
窓
会
会
員
同
志
の
輪
の
拡
充　

　
　

総
会
時
、
積
極
参
加
依
頼
、
特
に
若
年
層

　
　

学
校
行
事
へ
の
参
加
・
部
活
動
へ
の
応
援
、
雄
飛
祭

　
　

等
の
積
極
的
行
動

　

〇
各
部
（
総
務
部
、
渉
外
部
、
企
画
・
組
織
部
）
方
針
、

　
　

提
案
、
実
行

　
　

役
員
会
の
充
実

　

〇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

　
　

情
報
化
推
進
の
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
を
促

　
　

進
し
、
こ
れ
ら
を
通
し
て
情
宣
活
動
に
活
用
す
る

　

〇
創
立
百
十
周
年
記
念
行
事
検
討

　
　

行
事
、
記
念
誌
、
寄
付
行
為
（
リ
ス
ト
報
告
）

　

以
上
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

平
成
三
十
年
の
新
春

に
あ
た
り
、
学
校
法
人

宇
都
宮
学
園
系
列
の
博

物
館
相
当
館
「
上
野
記

安
紹
先
生
の
先
代
当
主

　

上
野
文
七
郎
の
隠
れ
た
偉
業

学
校
法
人
宇
都
宮
学
園
理
事
長

上
野
　
憲
示

更
な
る
前
進
を
目
指
し
て

文
星
芸
術
大
学
附
属
高
等
学
校
長

大
木
　
廣
巳
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明
治
四
十
四
年
の
創

設
以
来
百
年
以
上
に
わ

た
る
長
い
歴
史
と
伝
統

を
誇
る
本
校
は
、
「
三

敬
の
教
え
」
が
そ
の
教
育
の
礎
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
建
学
の
精
神
を
も
と
に
心
身
を
鍛
え
、
品
位
と
プ

ラ
イ
ド
を
も
っ
て
社
会
に
飛
び
立
た
れ
て
い
っ
た
同
窓

生
の
皆
様
が
、
実
社
会
で
大
い
に
貢
献
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
が
、
在
校
生

た
ち
に
と
っ
て
大
き
な
励
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
も
生
徒
た
ち
の
活
躍
で
特
筆
す
べ
き
出
来
事

が
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。
詳
細
は
別
紙
面
を
ご
覧
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
活
躍
に
は
本
人

た
ち
の
努
力
も
勿
論
の
こ
と
で
す
が
、
同
窓
会
や
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
皆
様
の
ご
支
援
の
お
蔭
で
も
あ
る
と
感
謝
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

　

現
在
の
「
文
星
芸
術
大
学
附
属
高
等
学
校
」
と
な
っ

て
か
ら
既
に
十
五
年
。
今
や
、
大
学
、
短
大
、
附
属
中

高
、
女
子
高
と
教
育
の
場
を
拡
げ
て
き
ま
し
た
文
星
グ

ル
ー
プ
に
お
い
て
、
本
校
が
そ
の
真
柱
と
し
て
存
在
す

る
学
校
で
あ
る
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
、
同

窓
生
の
皆
様
が
積
み
上
げ
て
こ
ら
れ
た
基
礎
の
上
に
成

り
立
つ
も
の
と
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。

　

併
設
型
中
高
一
貫
校
の
附
属
中
学
校
が
平
成
二
十
三

年
度
か
ら
男
女
共
学
と
な
り
、
現
在
で
は
英
進
科
も
男

女
共
学
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
昨
年
春
に
は
女
子
生
徒

が
本
校
卒
業
生
と
し
て
多
く
の
先
輩
方
に
続
く
べ
く
巣

立
っ
て
い
き
ま
し
た
。
更
に
、
中
学
生
や
そ
の
保
護
者
、

学
習
塾
関
係
者
等
か
ら
の
要
望
も
あ
り
、
英
進
科
Ⅰ
類

で
の
女
子
生
徒
募
集
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

や
が
て
や
っ
て
く
る
少
子
化
の
時
代
に
向
け
て
本
校

が
更
に
前
進
す
る
た
め
に
も
、
私
達
教
職
員
が
一
丸
と

な
っ
て
「
永
久
不
滅
の
学
校
」
を
目
指
し
て
全
力
で
指

導
に
当
た
り
ま
す
の
で
、
同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
は
こ

れ
ま
で
以
上
の
ご
支
援
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
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一
典
校
長
の
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

角
田
正
副
会
長
の
開
会
の
こ
と
ば
で
総
会
は
幕

を
開
け
、
大
森
文
隆
会
長
の
挨
拶
の
後
、
大
木
校

長
よ
り
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
本
題
の
議
事
に
移
り
、
規
約
に
よ
り

議
長
に
選
出
さ
れ
た
大
森
会
長
の
進
行
で
議
事
が

進
め
ら
れ
ま
し
た
。
山
星
事
務
局
長
か
ら
平
成

二
十
八
年
度
事
業
報
告
・
会
計
決
算
報
告
、
落
合

満
副
会
長
か
ら
会
計
監
査
報
告
、
ま
た
山
星
事
務

局
長
か
ら
平
成
二
十
九
年
度
事
業
計
画
案
・
予
算

案
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
く
平
成
二
十
九
年
度
役
員
改
選
で
は
、
大
森

会
長
が
退
任
し
名
誉
顧
問
に
、
加
藤
明
男
副
会
長

が
会
長
に
、
上
野
光
正
理
事
が
副
会
長
に
、
田
中

孝
幸
氏
が
理
事
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
審
議
の
結

果
、
全
議
案
が
滞
り
な
く
満
場
一
致
で
可
決
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
で
は
、
大
塚
晃
副
校
長
よ
り
学
校
全
体

の
生
活
状
況
等
の
説
明
、
竹
内
昭
夫
教
頭
か
ら
は

　

去
る
平
成
二
十
九
年
六
月
三
日
（
土
）
午
後
五

時
よ
り
、
宇
都
宮
市
内
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ

に
お
い
て
、
平
成
二
十
九
年
度
文
星
芸
術
大
学
附

属
高
等
学
校
同
窓
会
（
三
敬

会
）
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

会
場
に
は
、
昭
和
二
十
三

年
卒
業
の
吉
田
守
邦
様
を
は

じ
め
幅
広
い
同
窓
生
の
出
席

と
、
来
賓
と
し
て
学
校
法
人

宇
都
宮
学
園
上
野
憲
示
理
事

長
、
大
木
廣
巳
校
長
、
上
野

み
ち
子
参
議
院
議
員
、
宇
都

宮
文
星
女
子
高
等
学
校
上
野

進
路
結
果
の
報
告
が
あ
り
、
英
進
科
の
国
公
立
大

学
現
役
合
格
率
が
七
十
九
％
と
素
晴
ら
し
い
実
績

で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
大
和
勝
夫
副
会
長
（
応
援
団
部
）
の

音
頭
で
校
歌
斉
唱
が
あ
り
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
に
は
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、
今
ま

で
参
加
の
少
な
か
っ
た
若
い
方
の
参
加
が
目
立
ち

ま
し
た
。
特
に
、
平
成
二
十
六
年
度
か
ら
学
校
の

協
力
に
よ
り
同
窓
会
ク
ラ
ス
代
表
幹
事
が
選
出
さ

れ
た
こ
と
も
あ
り
、
本
年
は
石
川
湧
也
さ
ん
を
は

じ
め
、
一
〇
四
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
は
今
後
の
明
る
い
話
題
と
な
り
、
会
場
を
大
い

に
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

二
時
間
の
懇
親
会
も
盛
会
の
う
ち
に
終
了
と
な

り
、
再
会
を
約
束
し
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

⑵文 星 芸 大 附 属 高 等 学 校 同 窓 会 （ 三 敬 会 ）  第 八 回 会 報

平
成
29
年
度 

文
星
芸
大
附
属
高
同
窓
会（
三
敬
会
）総
会 



⑶ 文 星 芸 大 附 属 高 等 学 校 同 窓 会 （ 三 敬 会 ）  第 八 回 会 報

　

同
窓
生
の
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
渉
外
部
で
は
副

会
長
の
角
田
さ
ん
を
中
心
に
会
員
相
互
の
連
絡
及
び

広
報
活
動
や
新
規
加
入
会
員
の
啓
発
勧
誘
に
努
め
て

お
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
三
年
に
は
「
創
立
百
周
年
」
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
会
員
と
な
る
後
輩

の
皆
様
を
は
じ
め
社
会
で
ご
活
躍
を
さ
れ
て
い
る
諸

先
輩
の
皆
様
の
代
表
と
し
て
新
規
加
入
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
同
窓
会
役
員
と
し
て
ご
尽
力
い
た
だ
け
る

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
を
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

第
七
十
回
卒
業
生
の
同
窓
会
入
会
式
が
平
成
三
十

年
二
月
二
十
八
日
（
水
）
、
本
校
体
育
館
に
て
同
窓

会
役
員
の
参
加
の
も
と
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

平
成
二
十
九
年
度
同
窓
会
ク
ラ
ス
代
表
幹
事
は
以

下
の
と
お
り
で
す
。

〈
平
成
29
年
度
同
窓
会
ク
ラ
ス
代
表
幹
事
〉

　

３
年
１
組　
　
　

廣
田　

瑠
偉　
　

和
知
由
莉
嘉

　

３
年
２
組　
　
　

清
水　

彩
花　
　

永
盛　

烈
羽

　

３
年
３
組　
　
　

佐
田　

壮
大　
　

狐
塚　

葉
月

　

３
年
４
組　
　
　

新
島　

竜
登　
　

鈴
木　

颯
太

　

３
年
５
組　
　
　

高
野　

竜
爾　
　

勝　
　

太
一

　

３
年
６
組　
　
　

渡
邉　

裕
也　
　

永
井
瑞
珠
起

　

３
年
７
組　
　
　

木
村　
　

峻　
　

齋
藤　

汐
音

　

３
年
８
組　
　
　

中
川　

怜
旺　
　

菅
俣　
　

叶

　

３
年
９
組　
　
　

赤
羽　

胤
紀　
　

淺
井　

晴
貴

　

３
年
10
組　
　
　

柳　
　

宗
輝

　

３
年
11
組　
　
　

野
澤　

保
優

　

３
年
12
組　
　
　

鈴
木　

麗
央　
　

大
山　

楓
生

　

３
年
13
組　
　
　

西
田　

瑠
汰　
　

森
林　

柊
斗

　

３
年
14
組　
　
　

小
林　

拓
稀　
　

中
塚　

啓
太

〈
渉
外
部
役
員
〉

　
　

部　

長　
　

角　

田　
　
　

正

　
　

副
部
長　
　

堀　

江　

一　

成

　
　
　
　
　
　
　

青　

木　

利　

夫

　
　
　
　
　
　
　

河　

上　

倫　

典

　
　
　
　
　
　
　

（
文
星
附
高
教
諭
）		


　

総
務
部
で
は
、
役
員
会
、
代
表
幹
事
会
な
ど
の
通

知
案
内
、
理
事
会
や
総
会
の
司
会
進
行
、
会
報
の
作

成
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営
な
ど
の
ほ
か
、
他
の
部

に
属
さ
な
い
一
切
の
業
務
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

〈
総
務
部
役
員
〉

　
　

部　

長　
　

藤　

﨑　

則　

之

　
　

副
部
長　
　

内　

藤　

秀　

夫

　
　
　
　
　
　
　

田　

中　

孝　

幸

　

企
画
・
組
織
部
で
は
、
事
業
計
画
の
作
成
と
実
施
、

定
期
総
会
の
計
画
立
案
、
卒
業
年
度
Ｏ
Ｂ
会
及
び
地

区
支
部
会
の
推
奨
と
結
成
に
関
す
る
事
項
、
そ
の
他

組
織
に
関
す
る
一
切
の
事
項
を
取
り
扱
っ
て
お
り
ま

す
。

〈
企
画
・
組
織
部
役
員
〉

　
　

部　

長　
　

大　

和　

勝　

夫

　
　

副
部
長　
　

上　

野　

光　

正

　
　
　
　
　
　
　

近　

藤　

勝　

二

　
　
　
　
　
　
　

小　

花　

一　

洋

　
　
　
　
　
　
　

内　

山　

浩　

志

　
　
　
　
　
　
　

木　

村　

進　

一

　
　
　
　
　
　
　

坂　

本　

哲　

夫

　
　
　
　
　
　
　

原　
　
　
　
　

啓

　
　
　
　
　
　
　

岡　

本　

源
二
郎

　

会
計
で
は
、
本
会
の
会
費
出
納
に
関
す
る
事
項
の

ほ
か
、
事
業
費
の
積
算
及
び
賛
助
後
援
の
啓
発
企
画

の
立
案
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

〈
会
　
　
計
〉　

山　

星　

浩　

孝

　
　
　
　
　
　
　

（
文
星
附
高
事
務
長
）

　
　
　
　
　
　
　

水　

沼　

宏　

統

〈
会
計
監
査
〉

　
　

部　

長　
　

落　

合　
　
　

満

　
　

副
部
長　
　

石　

川　

光　

治

　

庶
務
全
般
に
関
す
る
事
項
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

担
当　

丹　

羽　

啓　

介
（
文
星
附
高
教
諭
）

　　

担
当　

鈴　

木　

一　

彰
（
文
星
附
高
教
諭
）	

　　

担
当　

吉　

澤　

啓　

貴
（
文
星
附
高
教
諭
）

　

同
窓
会
の
事
務
局
は
学
校
内
に
あ
り
、
常
時
、
事

務
全
般
の
監
督
・
遂
行
を
行
っ
て
お
り
、
Ｏ
Ｂ
会
の

窓
口
と
な
っ
て
い
ま
す
。
同
窓
会
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ
・
連
絡
は
左
記
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

事
務
局
長　

山　

星　

浩　

孝

　
　
　
　
　
　
　

（
文
星
附
高
事
務
長
）

　
　

栃
木
県
宇
都
宮
市
睦
町
一
番
四
号

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
二
八
（
六
三
六
）
八
五
八
五

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
二
八
（
六
三
三
）
二
三
二
一

　

渉
　
外
　
部

　

庶
　
務
　
係

　
事
　
務
　
局

同
窓
会
各
部
紹
介

　

企
画
・
組
織
部

　

総
　
務
　
部

　

会
計
・
会
計
監
査

平
成
十
八
年
卒
　
　
　
吉
澤
　
啓
貴

　

今
年
度
よ
り
、
念
願
が
叶
い
、
社
会
科
の

常
勤
講
師
と
し
て
お
世
話
に
な
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
新
た
に
教
育
の
現
場
で
働
く
こ

と
は
戸
惑
い
の
連
続
で
す
が
、
授
業
や
行
事

を
通
し
て
多
く
の
生
徒
と
積
極
的
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
様
々
な
こ
と
に
興

味
・
関
心
を
持
た
せ
る
よ
う
に
と
心
が
け
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
校
の
Ｏ
Ｂ
と
し
て
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
の
指
導
に
も
力
を
注
い
で
お
り
ま

す
。
伝
統
あ
る
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
と
い

う
こ
と
で
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
感
じ
ま
す
が
、

県
大
会
優
勝
、
関
東
・
全
国
大
会
上
位
進
出

を
目
標
に
掲
げ
、
生
徒
の
成
長
に
少
し
で
も

役
に
立
て
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
卒
　
　
本
田
　
卓
也

　

本
年
度
よ
り
本
校
の
教
員
と
し
て
お
世
話

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
卒
業
生
と
し
て
母
校

に
勤
務
で
き
る
こ
と
を
嬉
し
く
、
ま
た
あ
り

が
た
く
思
い
ま
す
。

　

四
月
か
ら
教
師
と
し
て
教
壇
に
立
ち
、
高

校
生
の
頃
に
は
知
り
得
な
か
っ
た
、
教
職
員

の
方
々
の
隅
々
に
ま
で
渡
る
生
徒
へ
の
配

慮
が
毎
日
の
よ
う
に
見
つ
か
り
ま
す
。
そ

の
度
に
、
生
徒
の
成
長
に
携
わ
る
身
と
し
て
、

日
々
自
分
を
磨
き
続
け
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
強
く
実
感
し
ま
す
。
お
世
話
に
な
っ
た
先

生
へ
の
恩
返
し
、
学
校
の
発
展
へ
の
貢
献
、

そ
し
て
何
よ
り
生
徒
の
充
実
し
た
高
校
生
活

の
た
め
、
力
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
今
後
と
も
ご
指
導
の
程
、
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

教
　
員
　
紹
　
介

　

毎
年
六
月
頃
に
開
催
さ
れ
る
同
窓
会
総
会

及
び
懇
親
会
（
下
野
新
聞
掲
載
）
に
は
、
会

員
の
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。



⑷

◎
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　

県
で
優
勝
し
関
東
大
会
出
場
！

　
　

１
回
戦　

　
　
　

本
校
62
︱
87
ア
レ
セ
イ
ア
湘
南
高
校(
神
奈
川)

◎
テ
ニ
ス
部

　

県
で
団
体
優
勝
、
シ
ン
グ
ル
ス
第
三
位 

青
木
智
寛
、

　

ダ
ブ
ル
ス
優
勝 

青
木
・
郷
田
ペ
ア

　
　
　
　
　

（
と
も
に
英
進
科
二
年
）
、
関
東
大
会
出
場
！

　
　

団
体

　
　

１
回
戦

　
　
　

本
校
２
︱
１
甲
府
工
業
高
校(

山
梨)

　
　

２
回
戦

　
　
　

本
校
０
︱
３
早
稲
田
実
業
高
校(

東
京)

　
　

シ
ン
グ
ル
ス

　
　

１
回
戦

　
　
　

青
木
４
︱
６
武
藤 

洸
希(

大
成
高
校
・
東
京)

　
　

ダ
ブ
ル
ス

　
　

１
回
戦

　
　
　

青
木
・
郷
田
１
︱
６
加
藤
・
青
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

法
政
二
高
校
・
神
奈
川)

◎
柔
道
部

　

県
で
団
体
第
三
位
、25
年
連
続
34
回
目
の
関
東
大
会
出
場
！

　
　

１
回
戦　

　
　
　

本
校
２
︱
１
県
立
高
崎
高
校(

群
馬)

　
　

２
回
戦　

　
　
　

本
校
１
︱
２
武
蔵
越
生
高
校(

埼
玉)

◎
卓
球
部

　

県
で
団
体
準
優
勝
、
シ
ン
グ
ル
ス
優
勝 

和
久
井
達
喜
・

　

第
五
位 

田
中
大
翔(

と
も
に
普
通
科
三
年)

、

　

第
七
位 

上
田
士
温(

普
通
科
二
年)

、
関
東
大
会
出
場
！

　
　

団
体

　
　

１
回
戦　

　
　
　

本
校
２
︱
３
沼
田
高
校(

群
馬)

　
　

シ
ン
グ
ル
ス

　
　

２
回
戦　

　
　
　

和
久
井
３
︱
１
内
藤 

大
暉(

日
本
航
空
高
校
・
山
梨)

　
　
　

田
中　

３
︱
２
香
取 

利
熙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

湘
南
工
大
附
高
校
・
神
奈
川)

　
　
　

上
田　

１
︱
３
小
池 

晧(

湘
南
工
大
附
高
校
・
神
奈
川)

　
　

３
回
戦

　
　
　

和
久
井
３
︱
２
松
山 

佳
樹(

埼
玉
栄
高
校
・
埼
玉)

　
　
　

田
中　

０
︱
３
高
塩 

晴
貴(

岩
瀬
日
大
高
校
・
茨
城)

　
　

４
回
戦　

　
　
　

和
久
井
２
︱
３
金
光 

宏
暢(

大
原
学
園
高
校
・
東
京)

◎
剣
道
部

　

県
で
団
体
４
位
、
関
東
大
会
出
場
！

　
　

予
選
リ
ー
グ　

(

敗
退
）

　
　
　

本
校
１
︱
０
鹿
島
高
校(

茨
城)

　
　
　

本
校
０
︱
４
本
庄
第
一
高
校(

埼
玉)

◎
陸
上
競
技
部

　

県
で
ハ
ン
マ
ー
投
げ
第
一
位
・
砲
丸
投
げ
第
三
位
・

　

円
盤
投
げ
第
三
位 

田
島
駿(

普
通
科
二
年)

　

ハ
ン
マ
ー
投
げ
第
二
位 

宍
戸
秀
徳
・
第
三
位 

内
藤
翔
太

　

(

と
も
に
普
通
科
三
年)

関
東
大
会
出
場
！

　
　

関
東
大
会
記
録

　
　
　

田
島　

ハ
ン
マ
ー
投
げ
４
位　

全
国
大
会
出
場

　
　
　
　
　
　

砲
丸
投
げ　

１
位　

全
国
大
会
出
場

　
　
　
　
　
　

円
盤
投
げ　

６
位　

全
国
大
会
出
場

　
　
　

宍
戸　

ハ
ン
マ
ー
投
げ
14
位

　
　
　

内
藤　

ハ
ン
マ
ー
投
げ
18
位

◎
駅
伝
部

　

県
で
３
０
０
０
ｍ
障
害
６
位 

保
科
駿
斗(

普
通
科
三
年)

　

関
東
大
会
出
場
！

　
　

関
東
大
会

　
　
　

予
選
７
位

　
　
　

決
勝
11
位

◎
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　

県
で
優
勝
、
全
国
大
会
出
場
！

　
　

１
回
戦　

本
校
55
︱
59
福
島
東
稜
高
校(

福
島)

◎
卓
球
部

　

県
で
シ
ン
グ
ル
ス
優
勝 

和
久
井
達
喜
・
第
三
位 

青
木
俊
輔

　

(

と
も
に
普
通
科
三
年)

、
全
国
大
会
出
場
！

　
　

１
回
戦　

　
　
　

和
久
井
３
︱
０
安
藝 

颯
真(

城
南
高
校
・
徳
島)　

　
　
　

青
木　

３
︱
２
前
山 

優
也(

高
松
中
央
高
校
・
香
川)

　
　

２
回
戦　

　
　
　

和
久
井
０
︱
３
菅
沼 

湧
輝(

関
西
高
校
・
岡
山)

　
　
　

青
木　

０
︱
３
加
山 

裕　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

愛
工
大
名
電
高
校
・
愛
知)

◎
柔
道
部

　

県
で
個
人
戦
81
㎏
級
優
勝 

武
井
秀
徳(

普
通
科
三
年)

　

全
国
大
会
へ
出
場
！

　
　

１
回
戦　

(

反
則
負
け)

　
　
　

武
井
︱
蠣
崎 

洸
太(

長
崎
日
大
高
校
・
長
崎)

◎
陸
上
競
技
部

　

関
東
大
会
で
ハ
ン
マ
ー
投
げ
第
四
位
・

　

砲
丸
投
げ
第
一
位
・
円
盤
投
げ
第
六
位 

田
島
駿

　
　
　
　
　
　
　

(

普
通
科
二
年)

全
国
大
会
へ
出
場
！

　
　

ハ
ン
マ
ー
投
げ　

予
選
敗
退

　
　

砲
丸
投
げ　
　
　

予
選
敗
退

　
　

円
盤
投
げ　
　
　

予
選
敗
退

◎
テ
ニ
ス
部

　

県
新
人
大
会
団
体
準
優
勝
し
関
東
選
抜
大
会
出
場
！

　

第
40
回
全
国
選
抜
高
校
大
会
三
年
連
続
出
場
！

◎
駅
伝
部

　

県
駅
伝
競
走
大
会
第
四
位
で
関
東
大
会
出
場
！

　
　

関
東
大
会
記
録

　
　
　

30
位　

２
時
間
15
分
56
秒

◎
陸
上
競
技
部

　

県
新
人
大
会
で

　

ハ
ン
マ
ー
投
げ
第
一
位
・
砲
丸
投
げ
第
二
位 

田
島
駿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

普
通
科
二
年)

　

ハ
ン
マ
ー
投
げ
第
三
位
・
円
盤
投
げ
第
四
位 

磯
田
力
、

　

や
り
投
げ
第
三
位 

尾
嶋
凌(

と
も
に
普
通
科
一
年)

　

関
東
選
抜
新
人
大
会
出
場
！

　
　

関
東
大
会
記
録

　
　
　

田
島　

ハ
ン
マ
ー
投
げ
１
位　

砲
丸
投
げ
１
位

　
　
　

磯
田　

ハ
ン
マ
ー
投
げ
10
位　

円
盤
投
げ
18
位

　
　
　

尾
嶋　

や
り
投
げ　
　

14
位

◎
将
棋
部

　

第
53
回
全
国
高
等
学
校
将
棋
選
手
権
大
会

　

団
体
戦　

県
で
優
勝(

五
連
覇)
し
出
場
！

　

個
人
戦　

阪
本
駿(

英
進
科
三
年)
県
で
優
勝
し
出
場
！

　
　

団
体
予
選 

２
勝
２
敗　

48
チ
ー
ム
中
21
位
で
予
選
敗
退

　
　
　

１
回
戦　

本
校
１
︱
２
広
島
大
学
附
属
高
校(

広
島)

　
　
　

２
回
戦　

本
校
３
︱
０
富
山
高
等
専
門
学
校(

富
山)

　
　
　

３
回
戦　

本
校
２
︱
１
徳
山
高
校(

山
口)

　
　
　

４
回
戦　

本
校
１
︱
２
千
葉
経
済
大
学
附
属
高
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

千
葉)

　
　

個
人
予
選　

阪
本
３
勝
１
敗 

97
人
中
14
位
で
予
選
通
過

　
　
　

１
回
戦　

勝 

対 

久
保 

寛
人(

開
成
高
校
・
東
京)

　
　
　

２
回
戦　

勝 

対 

古
藤 

裕
樹(

仙
台
第
二
高
校
・
宮
城)

　
　
　

３
回
戦　

勝 

対 

吉
永 

孝
祐(

横
浜
高
校
・
神
奈
川)

　
　
　

４
回
戦　

負 

対 

山
道 

淳
也(

甲
南
高
校
・
兵
庫)

　
　

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト　

阪
本　

第
五
位
入
賞

　
　
　

１
回
戦　

勝 

対 

新
田 

霧
斗(

宮
崎
北
高
校
・
宮
崎)

　
　
　

２
回
戦　

勝 

対 

山
道 

淳
也(

甲
南
高
校
・
兵
庫)

　
　
　

３
回
戦　

負 

対 

野
田 

大
輔(

福
島
高
校
・
福
島)

　

県
予
選
で
優
勝
し
た
阪
本
駿(

英
進
科
三
年)

　

第
30
回
全
国
高
等
学
校
将
棋
竜
王
戦
へ
出
場
！

　
　

予
選
リ
ー
グ 　
予
選
２
勝
で
通
過

　
　
　

１
回
戦　

勝 

対 

中
島 

秀
幸(

慶
進
高
校
・
山
口)

　
　
　

２
回
戦　

勝 

対 

土
屋 

朝
陽(

松
本
深
志
高
校
・
長
野)

　
　

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト 　
第
五
位
入
賞

　
　
　

１
回
戦　

勝 

対 

酒
匂 

信
明(

筑
紫
丘
高
校
・
福
岡)

　
　
　

２
回
戦　

勝 

対 

大
城 

快
之(

浜
松
北
高
校
・
静
岡)

　
　
　

準
々
決
勝　

負 

対 

福
田 

洸
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

伊
奈
学
園
甲
斐
清
和
高
校
・
山
梨)

　

第
28
回
関
東
地
区
高
等
学
校
文
化
連
盟
将
棋
大
会
へ

　

県
予
選
で
準
優
勝 

堤
俊
由
輝(

英
進
科
二
年)

出
場
し

　

準
優
勝
！

　
　

１
回
戦　

勝 

対 

岡 

尚
紀(

麻
布
高
校
・
東
京)

　
　

２
回
戦　

勝 

対 

糸
田 

昂
平(

浅
野
高
校
・
神
奈
川)

　
　

３
回
戦　

勝 

対 

金
澤 

匠
樹

　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

渋
谷
教
育
学
園
幕
張
高
校
・
千
葉)

　
　

準
決
勝　

勝 

対 

天
野
倉 

優
臣(

茨
城
高
校
・
茨
城)

　
　

決　

勝　

負 

対 

吉
川 

毅(

開
成
高
校
・
東
京)

　

第
26
回
全
国
高
文
連
将
棋
新
人
大
会
へ

　

県
予
選
で
優
勝 

堤
俊
由
輝(

英
進
科
二
年)

　

出
場
し
ベ
ス
ト
16
位
！

平
成
28
年
度
各
種
大
会
結
果
報
告

平
成
29
年
度
各
種
大
会
結
果
報
告

運
　
動
　
部

★
栃
木
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会(

２
０
１
７
）

★
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会(

２
０
１
７
）

★
そ
の
他
の
大
会

文
　
化
　
部

　

最
後
に
、
同
窓
会
の
会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り

ご
支
援
、
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
弓
道
が
特
殊
運
動
部
よ
り
同
好
会
に
独

立
し
活
動
！

　

現
在
、
特
殊
運
動
部
と
し
て
空
手
道
・
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
・
ボ
ウ
リ
ン
グ
・
ス
キ
ー
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
特

に
ス
キ
ー
で
は
、
第
67
回
全
国
高
等
学
校
ス
キ
ー
大
会

ア
ル
ペ
ン
競
技
に
武
田
謙
太
郎
君(

普
通
科
一
年)

が
出

場
す
る
な
ど
各
種
大
会
に
出
場
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
皆
様
の
ご
声
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

⑷文 星 芸 大 附 属 高 等 学 校 同 窓 会 （ 三 敬 会 ）  第 八 回 会 報


